
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）
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　行政課題を所管する事業課と試験研究機関が十分に協議を行い、施策と研究の連動性（開発する技術の活用、普及までを見据えたロードマップ）を整理した上で、
施策を推進する上で優先度が高い課題に予算を優先的に配分する。
　また、研究期間が長期化している研究などすべての研究課題に終期を設定し、定期的に評価・見直しを行いながら、優先度が高い課題に研究資源を集中できるよう
に、予算配分と進行管理の手法を見直す。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
　平成29年度中に終了した23課題のうち21
課題が予定していた研究目標を達成した。中で
も生産現場などから求められた10課題につい
ては、速やかにその成果を生産現場にフィード
バックする予定。
　また、新たに生産現場などから求められた７
課題と将来の島根の農林水産業を見据えた９課
題を選定し、取り組むこととした。

－ － －

前年度実績 今年度計画

取組目標値
指標名

100.0 100.0

30年度 31年度年度 27年度

　生産現場では、農林水産業を取り巻く情勢の変化や多様化する消費者ニーズに対応するため様々な技術的課題を抱えており、試験研究に取り組む課題数が年々増加
している。
　　平成26年度課題数：  89課題
　　平成27年度課題数：105課題
　　平成28年度課題数：115課題
　　平成29年度課題数：124課題
　　平成30年度課題数：140課題

うち一般財源（千円） 66,144 43,262

達成率

95.2

％

%

実績値

取組目標値

－

事　業　費（b）（千円） 67,272
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事務事業評価シート

目
的

（１）対象 県民（農林漁業者・農林漁業団体・消費者）

（２）意図
消費者ニーズや、農林漁業者等の課題に直結した農林水産試験研究を推進し、持続的に発展する島根県の農林水産業・農山漁村の実現を目
指す。

91.3

・消費者ニーズや、生産現場等が抱える課題に直結した農林水産試験研究の課題設定及び研究成果の評価を行う（農林水産技術会議の運営）
・研究によって得られた新技術や新品種の知的財産権を保護することで、生産者の市場競争力を高める
・自然環境の変化や食に対する価値観、消費行政の変化に対応した、将来の農林水産業を支え、農山漁村の存在価値の向上に貢献する先導的な技術の開発

評価実施年度： 平成３０年度

28年度 29年度

100.0 100.0

事務事業の名称 農林水産試験研究推進事業

事務事業担当課長 農林水産総務課長　西村秀樹 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅰ－２－１
売れる農林水産品・加工品づくり

終了した試験研究課題総数のうち、その成果が「普及可能」ま
たは「目標達成」と評価された課題の割合

目標値

その成果が「普及可能」または「目標達成」と評価された課題
数／終了した試験研究課題総数

　研究資源（予算、人員、施設）が限られるている中で、予算の効率的な配分に努めているが、すべて
の要望課題に対応できていない。

　行政課題に照らして優先的に解決すべき研究課題を絞り込み、限られた予算をより効率的に配分し、
最大限の効果が得られるようなしくみづくりが必要。

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

実績値

達成率

－

　農林水産業を取り巻く情勢の変化や多様化する消費者ニーズに対応するための生産現場などから求め
られる課題が増えている状況。

６.成果があったこと（改善されたこと）


